
精神科医
講義もグループワークも大変よかったです。 

名前順で司会、発表者を決めるやり方もよいと思います。

小児科医

小児科医です。今回のトラウマという視点を持つことは、ADHD様の症状で学校生活に支障を来しつつ、

特別支援級を利用後もなお症状に改善が得られない生徒さんへの対応に大きなヒントとなりました。専門

医につなぐまで、一般の小児科医ができることは、つながることしかできないのかもしれませんが、スト

レッチやヨガは危険も少ないとの話でしたので取り入れてみたいと思います。

看護師 他の職種のスタッフと情報共有できてよかったです。

看護師
とてもわかりやすい講義内容でした。参加人数が多く他職種が参加していることから、今必要とされてい

る研修会であり参加してよかったです。

看護師 自宅での対応等、講義もとてもわかりやすく、実践の場面で困っていたことが思考の整理ができました。

看護師

初めて参加させていただきました。ミニレクチャーは分かりやすく、グループワークでは普段関わること

のない方々のお話が聞けて良かったです。

ケースとつながり続けること、とても実感しています。そして、トラウマかもしれないという視点をもち

ながら関わっていこうと思いました。

ケースワーカー

電波状況の関係か、途中から参加できなくなりました。グループワークの時間でもあったため、ご迷惑を

おかけして申し訳ありませんでした。

関心のある内容でしたので、興味深く聴講させていただきました。ありがとうございました。

心理

グループワークの時間がもう少し欲しいです。また、参加者が多く、地区ごとのつながりが作りにくいの

で、参加者名の前に、上越、中越、下越などを入れて、グルーピングの一助にしてみてはどうでしょう

か。

その他

はじめて参加させて頂きました。

とても参考になりました。

過去の資料もアップロードされているとのことですので、確認してみたいと思います。

教員 グループワークで様々な職種の方の話を聞くことができてよかった

教員
トラウマについてもっと学びたいと考えています。 

さらに進んだ内容もお願いします。ありがとうございました。

教員

児童生徒の様々な言動の裏にある要因を改めて見極めなければならないと感じました。グループワークも

多職種で編成していただいたので、日頃聞けないお話が伺えて貴重でした。校内の職員にもこの研修を紹

介して広げていきます。

教員

短い時間の中での講義は、自分の中で咀嚼しきれず、残念に思っている。

これだけの内容を早口では、とても聞きとりきれない。前回のゲーム依存の時のように、その２を開催し

ていただけると、とてもありがたい。簡単な資料に目を通しておくといった事前課題があっても良いの

で。

よろしくお願いいたします

教員

　子どもに何が起こっているのか、また、トラウマに対してどのように考えていけばよいのかが、具体的

な例をあげてくださり、とてもよく分かりました。 

　また、自分自身にも役立つ考えや、取り入れたい行動や療法もあり、参考になりました。是非、次の会

も参加したいと思います。

教員
専門的な知識をレクチャーいただきました。トラウマという概念をメガネに子どもや保護者、同僚を見た

時、自分の対応や支援が変わるなぁと感じました。よい示唆をありがとうございました。

医療従事者

教育関係者

＜「事例検討会」全体を通しての意見・感想＞



教員

対応に困ったなという生徒に対し、幼少期、小学校、家庭環境などにおけるトラウマ、何があった、傷つ

いた経験があるのでは？

そういう発想をもってあたる、新しい観点をもらえました。

また、グループワークでは、医療関係、福祉関係の方々と情報共有でき、ケース会議には中・高校生本人

も加わる場合があるときき、自分のことを自分で見聞きする力を、子どもの力を信じ、一緒に調整してく

ことも有効と、また、とても新しい発想をもらうことができました。

大変、有意義な時間でした。ありがとうございました。

教員

自分の知識意識の無さや低さを痛感しました。講義もグループ協議も、ものすごく勉強になりました。

「指導」ばかりしようとして信頼関係の構築をおろそかにしている教員が自分含めまだまだ多いのかな…

と思いました。

理解度について「概ね」としたのは、自分の理解力に不安があるからであって、

研修の満足度は１２０％です。

教員

ミニレクチャーは大変勉強になりました。これまで子どもの対応などを考える際にトラウマという視点を

もつという意識が薄かったので大変勉強になりました。トラウマについて、もっとよく知りたいと思いま

した。グループワークで色々な職種の方からお話をお聞きでき、ありがたかったです。最後の時間も貴重

でした。ありがとうございました。

教員

大変ありがとうございました。 

グループワークで各メンバーの経験談をお聞きし、思考し、それに対してコメントを語る事で、思考が活

性化し、とても有意義で豊かな時間になりました。 

また、参加者の質問をお聞きし、質問のあり方から自分自身の視点を広げることもできましたし、その回

答をお聞きする中で、理解がいっそう深まり、参加した甲斐がとてもありました。 

双方向の研修を目指しているということでしたが、参加する側としてはとてもありがたいことです。よろ

しくお願いします。

教員

「クラスメイトとの些細なトラブルが小トラウマとなり、不登校になった」生徒がいます。

本校はこういう生徒が本当に多く、コロナの期間、学校で人との付き合いを学べなかったのも大きな要因

ではないかと言われています。

とりあえずTICを心に頑張ります。

教員

不登校の背景にトラウマがあるというお話しを伺いました。また、グループ中でお子さんがトラウマが原

因の一つで不登校になっているというお話がありました。さらに、学校現場ではもっとトラウマについて

理解を進めてほしいとの声もありました。発達障害の特性だけでなく、さらにトラウマの視点も併せてみ

ていく時代なのだと理解しました。更なる研修が必要だと思いました。ありがとうございました。

教員

トラウマを特別なことではなく、誰にでもおこる可能性があることとしてとらえることが大切だと思いま

した。また、その要因が長期に渡って影響することを考えると、子どもたちの気になる様子の背景を子ど

もの不安な気持ちに寄り添ってとらえていく必要があると思います。トラウマかどうかを見極めるのでは

なく、「何か心配なことがあるのかな？」という気持ちで、無理せず、焦らず、あきらめず、見守り続け

ることができたらと思います。 

そのためには、支援する側が、良いチームになる必要があると思いました。

教員
大変ありがとうございました。トラウマの視点をもって、生徒の理解にあたりたいと思います。身体に働

きかけるヨガや瞑想のアプローチについてもご教示いただきました。調べてみたいと思います。

教員
他業種の方々と話し合いができて有意義でした。 

ミニレクチャーは毎回とても分かりやすく、勉強になります。ありがとうございました。

教員

トラウマ治療とトラウマケアの違いについて、教えていただきたいです。

また、杉山先生はトラウマ治療を一部の専門家だけが行うものである必要がないとおっしゃっているとの

ことですが、今後トラウマ治療／ケアが必要な方に届くようになるには、どんな可能性が考えられるで

しょうか。

特別支援コーディネーター とても勉強になりました。トラウマ、回避、乖離。視点を忘れずに対応していきたいです。



養護教諭

専門的な内容を整理してお話いただき大変理解しやすかったです。常にトラウマ？を念頭に置くことを忘

れず子どもに対応します。 

不安の強い生徒や感情の昂ぶった生徒に呼吸法などが効果があることを感じています。子どもたちに自分

の体や心に意識をもらいたくてとキッズヨガ、ティーズヨガ指導者の勉強をしましたが、ヨガがトラウマ

の治療に効果があると知り、より自信を持ってヨガを子供たちに伝えていくことができると感じました。

養護教諭

トラウマを疑う子どもが時どき見られるので、参考になりました。事例のトラウマ対応などで事前の資料

に入っていなかった部分を追加でいただけるとありがたいです(二次トラウマや支援者が気をつけるところ

等)。内容が深いので、講義の時間がもう少しあるというとよかったと思いました。ありがとうございまし

た。

養護教諭

こちらの問題ですが、グループに別れた際に、他の方の声が入り、聞きづらい時がありました。スピー

カーを準備したらよかったです。

立場の違う方からお話をお聞きするのは、本当に勉強になりました。うまくお話ができないのですが、他

の方の対応など学ぶことがありました。ありがとうございました。

養護教諭

トラウマという視点を新たに持つことができる会でした。レクチャーでは学校や家庭でできることを提示

していただき、今の支援を比較することができました。またそれを元に事例検討でさらに支援について考

えを深めたり、他職種との連携について考えることができました。

養護教諭

本当に他職種の方が参加されているので、とても勉強になります。精神疾患と言われて治療していても、

なかなか薬が効かない場面がみられます。トラウマが関係しているのでしょうか？　 

　ヨガやストレッチがトラウマの解消に役立つとのことでしたので、勧めてみようと思いました。　 

　今日はありがとうございました。

養護教諭

トラウマについては、普段接する児童の中にもトラウマを抱えている子は何人も関わってきました。 

そんな時、どのような対応をしていけばよいのかわからず、何となくその場限りの対応をし、本当によ

かったのか自問自答することが多くありました。今回の研修を通して、トラウマとは何か、どのように対

応し医療機関ではどのような治療をするのか、詳しく教えていただけました。少しでも子どもの支えにな

り、適切に対応していけるよう、支援していきたいと思います。

スクールカウンセラー

　ミニレクチャーはとても参考になりました。ただ、手元の配付資料と、当日の資料が異なっていて、捜

してみたり、戸惑いました。内容が大変良い資料で、ぜひ、早めに再送をお願いできたらと思います。 

　グループワークでは、4人ともトラウマから回復した事例でした。そのプロセスではやはり、レクチャー

でおっしゃっていた共通点があって、改めて、確認できたことが収穫でした。 

　ありがとうございました。

スクールカウンセラー

「双方向性」「対話を重視」「ノウハウ蓄積」など、言っているだけではなく実践・継続しているところ

がとても良いと思います。専門職同士の横のつながりも貴重ですし、この流れをより大きくしていければ

と願っています。

スクールカウンセラー

とても有意義な研修でした。今後の業務に生かしていきたいと思います。

先生方、事務局の皆様ありがとうございました。

県内でEMDRを受けられる医療機関を教えてほしいです。

また、EMDR、TF-CBTなどを勉強したいのですが、勉強できるところはありますか。

教えてください。よろしくお願いいたします。

スクールカウンセラー 次回はトラウマケアについて学びたい。

スクールカウンセラー

初めて参加しました。講師のかたの話をもっとききたいとおもいました。関連機関の方々と直接話し合う

ことができ、支援内容を知れるのも貴重でした。グループワークがぎこちなく、あっという間でもったい

ない気がしました。

スクールカウンセラー

生死に関わるような体験だけをトラウマの呼ぶのではなく、些細な恐怖体験であっても積み重なれば大き

なストレスになることを考えさせられました。 

子供の支援に関わる上でも、トラウマという視点を持っていることで、本人の苦しみを捉えやすくなると

思います。是非今後に活かしたいと思います。



スクールカウンセラー

学校の先生が、子どもの困り感をトラウマのメガネで見ることができるようになると、再トラウマ化によ

る苦しみを経験する子どもが減っていくのではないかと思いました。その意味で、今回は教育関係者の参

加が多かったことは喜ばしいことですし、何よりもこのイベントを企画してくださったスタッフの皆さん

にとても感謝しています。

スクールソーシャルワーカー
子どものトラウマの症状について理解した。SSWとして知識が不足していたので大変役に立った。グルー

プワークで他の施設の方の関わり方を知ることができてよかった。

その他
毎回参考になるお話をいただけてありがたいです。長時間になってもいいのでグループワークにもう少し

時間がとれるといいかなと思いました。

その他

理解に苦しむ子どもの言動の背景にはトラウマが隠れているかもしれない、という視点を持つことの重要

さを感じました。

支援する側もその視点を持つことで、関わっている子どもの背景を想像できるようになり、気持ちが折れ

ることなく、関わり合い続けられるように思います。

本日は貴重な機会をありがとうございました。

その他
とてもためになりましたが、無知で、ついていけませんでした。もっと専門性を高めたいです！貴重な時

間をありがとうございます。

相談機関従事者
トラウマインフォームドケアについては、数年前から耳にしていた。また杉本先生が言われていたPTGに

ついても関心をもっている。

相談機関従事者

講義資料の差し替えを事前に欲しかった。資料にない箇所のメモを取りきれなかった。 

いくつか事例が上がっていたので、イメージが湧きやすかった。グループワークでも参加者の方々の様々

な事例が聞けて勉強になった。

相談員

トラウマを抱えた子どもと接する機会が多く、解離状態になった子どもの対応をすることもある中で、基

本となるトラウマとはどのような状態なのか、脳の状態について知れたのはとても良かったです。 

特にグループワークでは様々な意見や発表があり、自身の支援について考えられる時間になりました。

相談員

トラウマを抱えているケースをどう対応していくとよいのか、迷っていましたが、講義を受けて、まずは

相手の抱えているトラウマを理解すること、身体を使った活動で解消する方法があることがわかりまし

た。

相談員
内容は今後の支援に役立つ新たな気づきがあり、たいへん参考になりました。グループワークで音声が聞

き取りずらかったのが残念でした。

相談員

トラウマの概念を知って得をしました。これまで意識していませんでした。身近にあふれていると思えま

した。これからは、「これってトラウマの影響かも」と思いながら、他者、相談者と関われそうです。

そういう方ほど丁寧に関わっていきたいです。

小学校の保護者や先生方にも広く知ってもらいたいです

相談員

県内の幅広い支援機関からの参加により、どのような点を日々迷われているのか知ることができる貴重な

機会です。参加機関が広がることを願います。自分の業務に役立つ、うちならできること、他ができない

で困っていること、うちではできないこと、他にしてほしい点を率直にやりとりできます。本当に良い仕

組みの機会でありがたい。Zoomで参加できるということも集合研修よりも交通を考えずに済むので気軽で

よい。

行政機関担当者

初めて参加させて頂きました。様々な職種の方がおられて、驚きました。

今までトラウマについて詳しく学んだことがなかったため、沢山の気づきがありました。ぜひ今後に役立

てたいです。ありがとうございました。

行政機関担当者 関わる人がトラウマの影響を受けているかもしれないという視点で関わることは大切だと感じた。

行政機関担当者 分かりやすく、大変参考になりました。

行政機関担当者 子どものトラウマについてまとまった講義を聴く機会がこれまでなかったのでとても勉強になりました。

保健・福祉関係者



保健師

被虐待児、虐待する親ともに「トラウマ」と捉えると腑に落ちると気づきました。 

残すべき記憶、捨て去った方がよい記憶を自身で整理し、その後の生き方を再考できたら良いのに…と感

じました。 

すべての人が料金を支払い、ケア、治療を受けられる訳ではない（むしろ必要なケース程治療を受けられ

ない）ので、地域でも取り組めるような支援方法について学ぶ場はないものかと思いました。

保健師
今後はトラウマの視点を持って関わり、相手にトラウマをつくらないこと、自身も疲弊せずつながり続け

ることをしていきたいと思った。

その他

・ストレスに置き換えることでより身近に経験のある出来事だったため考えやすかったです。普段児童養

護施設で働き子どもたちと関わる中で、現在担当をする子どもの行動や言動に対して、注意が多くなって

しまい、なぜそのような行動をするかまでを考えられていなかったと今日の講義を聞き痛感しました。 ト

ラウマかも？と思った言動や行動をしたときにはどのように声をかける、支援していく方法がよいのかも

う少しお話が聞けると嬉しいです。

・普段なかなかお話のできない職種の方たちの話が聞けたため、すごく新鮮でした。

その他
講師の講義と参加者とのグループワークを通じて、毎回新しい学びや気づきがあり大変勉強になります。

ありがとうございます。

その他

トラウマについての知識がほとんどなかったので、大変勉強になりました。子どもの状態がトラウマに起

因しているかもしれないと、新たな気付きもたくさんありました。グループ討議では、具体的な話も聞け

て、大変参考になりました。ありがとうございました。

その他



精神科医 トラウマの回は3回はやって欲しいです。

看護師 トラウマ治療について、具体的な治療方法が知りたいです。

看護師

訪問看護で関わっている方の多くが10から20代前半の方です。それぞれに幼少期から様々な背景があるの

ですが、ほとんどの方が虐待やいじめを経験しています。 

 

虐待やいじめのもたらす影響や対処、事例を交えてご講義いただけたらと思います。

その他
今後も参加したいと思いますので、案内をお待ちしてます。 

ありがとうございました。

教員 今回の内容の続きを希望します

教員 支援者のメンタルケア

教員 トラウマに対しての治療法が具体的にどんな手順や、何が行われているのかが知りたいです。

教員
医療現場や、児相、支援学校、小学校など、いろんな業種の方が参加しているので、いろんな分野での事

例が聞きたいです。逆にそれぞれの業種に特化した事例検討会がしたいです。

教員 オーバードーズ、非行行為などの裏の子どもの心理について、医療的な知見をお聞きしたいです。

教員 何のテーマでもまた参加したいです

教員

研修の組み立ては、今回のような形で、またお願いしたいと思います。 

 

私は学校現場で働いていますが、子供を育てる際に、子供だけにアプローチするにはやや限界もあるよう

に感じています。そのようなことから家族療法やシステムズアプローチなどを学んで、チーム学校に生か

す方法を身に付けたいです。 

 

よろしくお願いします。

教員 運動(体を使うこと)とメンタルヘルスの関連など、何かありましたらお願いします。

教員 一つだけの事例でも良いので、アセスメントから治療の流れ、結果を知りたいです。

教員

トラウマや愛着の問題など、子ども自身にとって、どうにも防ぐことができないことに対して、子どもが

自分自身を守る方法というか、どの子にも伝えておくと辛いときにその辛さを和らげることかできる予防

的な方法などがあれぱ、そのことについて学び、子どもたちに伝えたいです。

教員
共依存について。 

強度行動障害について(幼児期からの予防的な対応等)。

教員 虐待について、家族支援や早期発見のためにできることなど学びたいです。

教員 抑うつ症状のある生徒の理解と支援者が学校でできる対応について学びたいです。

特別支援コーディネーター 対人恐怖の生徒がいます

養護教諭

摂食障害について。 

学童期、思春期の摂食障害の原因。 

特に学童期がわかりにくいです。給食のたびに何度も吐く、人前で食べられないなど、本人に自覚がなく

言語も幼く見極めが難しいです。 

摂食生涯の最新の治療方法。 

こうなったら危険、絶対受診！という基準も教えていただきたいです。

養護教諭 睡眠障害についてお願いします。

養護教諭

トラウマの症状について、もう少し詳しくお聞きしたかったです。 

親からの心理的虐待の事例などお聞きしたかったです。 

 

精神疾患に関してもお聞きしたいです。

養護教諭 拒食や過食について

＜今後の事例検討会に関する要望等＞

医療従事者

教育関係者



養護教諭

最近の不登校の生徒たちをみていると、学校がいやというわけではなく、楽しい行事なら学校にきてみん

なと楽しく過ごせるのに、勉強だったり、テストだったりすると登校できない。家にいるのが好き。とい

う傾向が強くて、どう関わっていけばいいのか分からない状況があります。選択的不登校の生徒に関わる

にはどう考えて関わって行けばいいのか、知りたいです。

養護教諭
小学生の中にも摂食障害の児童がいます。学童期の摂食障害についての対応等について教えていただきた

い。

スクールカウンセラー 不登校と、引きこもり

スクールカウンセラー

マインドフルネス（実践的なもの、日常化しやすいもの、クライエントや同僚にも伝えやすいもの） 

トラウマ治療のケース紹介 

など

スクールカウンセラー

不登校の児童生徒の親御さんは発達障害やボーダーラインと医療機関で診断されると、原因がわかり、も

う頑張らせないという姿勢の方がいらっしゃいます。学校側は無気力や怠学だと判断して、ボーダーや軽

度発達障害であれば頑張らせられるとおっしゃいます。お互い満足できる落としどころを探すにはどうし

たらよいでしょうか。 

また、発達障害や子供の心療内科が予約が取れません。予約が取れ、診断を受けるまでどのように支援し

ていけばよいでしょうか。困っていることばかりです。どうぞよろしくお願いいたします。

スクールカウンセラー

どういう機関で何をしてもらえるのか知りたいのもありますし、医師と働いていない、紹介する立場の方

も多いとおもうので、紹介するだけでなく支援者にできることに焦点をおいてもらう内容も聞きたいし話

し合いたいと思いました。

スクールカウンセラー トラウマ関連のものをなるべく多く実施してほしいです。

スクールソーシャルワーカー
トラウマの治療過程において、関係機関と連携して改善した又は改善が困難だったケースについて学びた

い。また、知識として治療方法を学びたい。

その他
メンタルケアと薬物の関係性（治療からODまで）やODからの社会復帰に必要な支援体制について学びた

いです。

その他
もっとたくさんの事例を聞きたいです。実際の関わり等や、その手法についても詳しい、初心者向けのト

ラウマ研修を希望します。

相談機関従事者
今回はこどものトラウマであったが、本ネットワーク、事例検討の趣旨とは異なると思うが、大人のトラ

ウマ、特に業務由来を取り上げてもらいたい。

相談機関従事者
最近、万引きや家内金銭等、家出などの虞犯や非行の相談が多いため、医療面から見て、こどものメンタ

ル面と非行との関連がもしあれば、扱って欲しい。(そもそも関連があるのかも分かりませんが)

相談員
トラウマを抱えた子どもへと対応や保護者への支援についての理解を深められる機会を作って頂きたいと

思いました。

相談員 障がいがある若い世代への性教育、指導について。参考になるお話がれば聞きたいです。

相談員

・子どももそうですが、親、大人もそうだとおもいました。子どもも対象の勉強会ですが、大人版のトラ

ウマについてもあっていいと思いました。家庭や仕事で苦しんでいる大人も多いとおもいます。

・感想ですが、ぶち上がっている杉本先生や江川先生の姿勢が好きです！私も先生方みたいにぶち上がり

ます！今日もありがとうございました。また参加します！

相談員

そもそもの支援に立ち返って、どのように目の前に人とあっていくか、関わっていくのか、どのように関

係性を築いていくのか。人と人が相談関係になるために、相談のモチベーションの高くない方へのアプ

ローチ方法を考えたい。支援者が違和感を感じるが、本人らが困っていないケースへの取り組み方。医療

中断しがちな方とのつながり方。対応すべき問題があるはずだがそのことの優先順位が高くなく、対応す

べき問題が多かったり、疲弊している方等と課題の整理整頓する際の良いアプローチ方法。

行政機関担当者 性的逸脱行為のある子への対応

行政機関担当者
精神科の先生だけでなく、小児科の先生の立場から子どもの心の問題をどう捉えているか（小児科側から

のアプローチ等）についても聴いてみたいと思いました。

保健師 地域で取組めるような「トラウマケア」について、再度テーマに取り上げていただきたいです。

保健師 支援者としての心構えや疲弊しないポイントなど教えてほしい。

保健・福祉関係者



その他

・発達障がい児やグレーゾーンの子への自己覚知

・愛着形成の難しい子への支援と声掛け

　（スキンシップの線引きやチック症状などへの支援など）

・グレーゾーンの児童の思春期と反抗期の性支援やちょっと困ったなと思う時の対応と声掛け

その他

本日の勉強会の中でトラウマを改善する方法の一つとしてヨガやストレッチ、マインドフルネス、禅など

と具体的な対応方法を紹介していただき、勉強になりました。 

これからもテーマに応じた医学的な説明と身近な場面で取り組める支援方法などを教えていただけるとあ

りがたいです。 

本日もありがとうございました。

その他
保護者との連携がうまくとれない事例から、よい関係を作りながら、同じ方向性で支援していくにはどう

したらよいかについての研修を希望します。

その他


